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	（館外）　岡田、木川、高倉、富沢、中谷、水沢の各委員
	１．会議の運営について
	（１）館長挨拶
	（２）前回議事要旨（案）の確認について
	２．協議事項
	（２）国立民族学博物館名誉教授の称号授与について
	岸上議長から、資料３に基づき、本年３月３１日をもって定年退職予定の教授３名、ならびに本年３月３１日をもって就任期間が終了予定の客員教授１名に対する国立民族学博物館名誉教授の称号授与について審議願いたい旨の提案があり、対象の４名が名誉教授の称号授与の資格を満たしていることの説明があった。引き続き、事務局から、関係規程の説明があった後、発案者の各館内委員から、選考資料に基づき、候補者の功績等について詳細な説明があった。
	また、岸上議長から、本件に関しては、２月１４日（火）開催の部長会議の承認を得て推薦している旨、併せて説明があった。
	① 鈴木　七美教授について
	三尾委員から功績等について説明があり、審議の結果、名誉教授の称号授与が承認された。
	② 西尾　哲夫教授について
	三尾委員から功績等について説明があり、審議の結果、名誉教授の称号授与が承認された。
	③ 森　明子教授について
	野林委員から功績等について説明があり、審議の結果、名誉教授の称号授与が承認された。
	④ 小長谷　有紀客員教授について
	福岡委員から功績等について説明があり、審議の結果、名誉教授の称号授与が承認された。
	（３）教員人事について
	岸上議長から、資料４に基づき、人事委員会から提案のあった３件の人事案件について審議願いたい旨の説明があり、続いて、選考委員会の各主査から選考経過等について説明があった。
	① 教授への昇任　卯田　宗平准教授について
	昇任人事選考委員会の主査である宇田川委員から選考経過等について説明があり、審議、投票の結果、教授への昇任が承認された。
	② 教授への昇任　島村　一平准教授について
	昇任人事選考委員会の主査である平井委員から選考経過等について説明があり、審議、投票の結果、教授への昇任が承認された。
	③ 教授への昇任　廣瀬　浩二郎准教授について
	昇任人事選考委員会の主査である園田委員から選考経過等について説明があり、審議、投票の結果、教授への昇任が承認された。
	（４）外国人研究員人事について
	平井委員から、資料５に基づき、外国人研究員候補者１名の受入について推薦理由等の説明があり、審議の結果、以下の者の受入が承認された。
	・Strang Thomas John Kenneth（ストラング　トーマス　ジョン　ケネス）氏
	（５）令和５年度国内客員部門担当教員について
	岸上議長から、資料６に基づき、令和５年度国内客員部門担当教員（新規２名、継続６名）について審議願いたい旨の説明があり、審議の結果、全員の就任が承認された。
	３．報告事項
	（１）人事委員会について
	（２）共同利用委員会について
	平井委員から、資料８に基づき、令和４年１０月２６日、令和５年１月１３日、１月
	２３日にメール開催された共同利用委員会について、報告があった。
	（３）国立民族学博物館の動きについて
	・共同研究
	・特別研究
	４．その他
	館外委員から寄せられた主な意見は次のとおりであった。
	・（岡田委員）予算が厳しい状況でも、民博ならではの打開の仕方があるのではないか。また、いろいろな活動が連関しながら行われているので、活動の全体像がわかるイメージ図があると良い。
	・(木川委員) 戦争、災害と世界的に大変な状況だが、民博が研究しているテーマはそのようなグローバルな問題にも関わっているので、これからも期待している。館外委員に送付されている国立民族学博物館（みんぱく）活動メールは大いに活用するのが良い。出版物の情報を掲載すると成果の発信になる。
	・(高倉委員) 大使館等との関係の重要性を感じた。
	・(富沢委員) 昇任人事が３件あり、これからの活躍が楽しみである。予算が厳しい状況でも、さまざまな事業を推進してほしい。なお、メール審議について、審議内容を明確にしてほしい。
	・(水沢委員) 入場者数が盛り返している。新たに家族層とのつながりができたとのことだが、今後どのようにアピールしていくか楽しみである。

